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第７期四谷地区協議会会議録 

分科会名 お宝さがし実行委員会 開催回 平成２９年度 第１１回 

開催日 平成３０年３月６日（火） １８：３０～２０：１０ 

出席者 委員 １０名 その他 特別出張所職員 ２名 

議題 

１ お宝発表会振り返り 

２ 今年度以降の支出について 

３ 次年度の活動計画について 

４ その他 

１ お宝発表会振り返り 

平成３０年３月３日（土）四谷地域センター 多目的ホール 

参加者 一般    ２１名 

来賓      ６名 

委員、事務局 １６名 

（合計 ４３名） 

・委員が発表したことが良かった。 

・来場者（協力者）の話を聞けて良かった。 

・四谷第六小学校の作品がとても良かった。 

２ 今年度の支出について 

印刷費   32,300円 

印刷費（追加）  3,758円 

パネル    4,406円 

テープ        3,054円 

機材運搬タクシー代   810円 

USB     2,673円 

合計   47,001円 

３ 次年度以降の活動計画について 

・絵葉書などで収入を得れば、次年度以降今回のようなイベントも開催できる。 

・活動の周知には、目録より絵葉書のほうが効果的ではないか。 

・平成30年度までが第7期の任期なので、あと1年は今までの体制でいいのではないか。 

・発表会では「変わる」ということを表明した。 
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・これまで通りの活動を続けたい、新しいことをやりたい、など様々な意見が出た。 

・一般のお宝を探すことは難しい、自然に集まる、など様々な意見が出た。 

・実行委員会のお宝に重きを置くのではなく、一般のお宝を大切にすべきではないか。 

・地域が活性化すること、地域の方に還元されることがいいのではないか。 

・まち歩きと合流してはどうか。 

・テーマを決めれば有形無形のお宝がたくさんあるのではないか。 

・次年度は1年間よく考えて、平成31年度の4月に助成金を申請し、平成31年6月に発表会

を行ってはどうか。 

・会議には来られる人が来ればいいのではないか。毎回来られなくてもいい、などルールは

ゆるくてもいいのではないか。 

・注目されるには、新聞取材が来るようなお宝が１～２点あるといいのではないか。 

・町会のエリアを区切り、歴史を掘り起こしながら老舗・旧家などのお宝を紹介してはどう

か。 

・ミーティングは行わず、年に何回か取材をしてはどうか。 

・子供たちにお宝さがしをしてもらってはどうか。価値のあるものはテレビ番組に任せれば

いいのではないか。 

４ その他 

・次年度以降は平日８：３０～１７：００に空きがあれば行政会議室を利用できる。 

・四谷地域センターを利用する場合は、手続きを行えば利用料が免除となる。 

・次年度も実行委員を公募する。 

・実行委員間の連絡のため、名簿を作成する。 

次回開催日 

四谷のお宝さがし実行委員会 ４月３日（火）１８時３０分～ 四谷地域センター 集会室２ 


